


ビ幼生は負の反応を示したが，25℃と比較して 20℃で若

干反応は弱かった。430nm の光に対しては，20℃では強

い正の反応を示したが，25℃では反応が弱かった。以上

のように，水温はイセエビ幼生の光に対する反応に影響

を及ぼし，430nm では 20℃で反応が強く，700nm では 25℃

で反応が強いと考えられた。 

4

ようにした。実験は，1 週間から 1

ヶ月間隔で行った。 

結

れ以上では水流を調整する必要

はないと考えられた。 

セエビ幼生の光に対する 20℃と 25℃での

反応 

 

．イセエビ幼生の遊泳力 

方法 

40L 水槽で飼育している幼生を実験に供した。日令 30

程度までは，多くの幼生は光に対して正の反応，以降は

負の反応を示したことから，日令 30 までは正の反応を示

す幼生 20 個体，日令 30 以降は負の反応を示す幼生 20 個

体を実験に用いた。実験方法は次のとおりとした。1m の

半円アクリルパイプの一端から注水し，他方の側面には

幼生が流出しないようにネットを装着した塩ビパイプを

取り付け，流水条件を保つことができるようにした（パ

イプの中の海水は，注水側から排水側に流れる）。注水量

を 0～2L/分に調整した後に，パイプの中央に幼生を 1 個

体収容して， 15 分後の幼生の位置を記録した。なお，正

の反応を示す幼生を使用する場合には，白色のハロゲン

ランプを注水する側から照射し，負の反応を示す幼生を

使用する場合には，排水する側から照射し，幼生が水流

に逆らって遊泳させる

 

果および考察  

体長 3.2mm までは，注水量が多くなると水流に逆らっ

て遊泳することが困難となり，1L/分以上の注水量では半

数程度の個体が水流によって光に対する反応とは逆の方

向に流された。体長 4mm 以上では幼生の遊泳力は強くな

り，2L/分の注水量でも幼生は水流に逆らって遊泳するこ

とが可能であった。したがって，光を用いて幼生の行動

を制御するには，体長 3mm 程度までは水槽内の水流を弱

くする必要があるが，そ
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